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千葉 徳爾 (愛知大 ･文)
ニホソザルの生活する環境としての入校の居住侃域の
変動と,それに応ずるサル個体群の消長を明らかにする
目的で,つぎの2つの調査研究を行なった｡48年皮も同
じものを継続する予定である｡
1. ニホンザル個体群の分布に関する歴史的資料の蒐
集
この分野については,つぎの3部門にわけて資料をあ
つめつつある｡
(1)考古学的資料 全国各地の考古学的発掘調査の報告
から,ニホソザルの棲息を証する骨･土偶,その他の資
料を水め,その分布･出土状態 ･時代などについて,約
3-4×103年以前のニホソザル分布状況と,当時の人
析活動との関係についての知識を袋紋するo
現在までの結果では,北海道をのぞく3大島にまたが
って骨の出土があり,とくに縄文後期の追跡からの丑が
多い｡ことに東日本でこの幌向がみられ,考古学者の中
にはこの現象に注目して,サル狩猟文化田を考える人も
あが )｡
(2)地誌的資料 各地の近世地誌の中に記述される動組
物の中から,ニホソザル関係の記載を求め,その定性的
な居住範囲を知り,これを現代の分布と対比する｡
現在までのところでは,施児島県の大部分･山口爪の
主要部･岐阜県飛騨地方について,19世紀末の定性的は
息地の分和が知られた｡いずれの地城でも,現代の分-JIl'
地とくらべてかなり分布地点の数が多くなっている｡新
しく棲息地となったところは皆無といってよい｡
(3)ききとり資料 各地の老鈍脈や生物研究家を訪れ
分布上の知見,とくに群の拭亡とそのヨ附加こついてきき
とりな行なうほか,実地の観察を試みる｡
これまでにつぎの地区でききとりな行なった.徳島県
祖谷山地 ･石川県手取川上流･新潟県山形県の暁界山地
･日光市周辺の4カ所について約10名からききとりな行
なっている｡その成果としてつぎの諸点が明らかになっ
た｡
i)西日本各地の猟師は,古米ニホソザルを撃たない
という者が多い｡禁忌として守られる｡
i)しかし,祖谷山のような奥地では,それを捕捜
し,また全滅させた記憶をもつ省があり,禁忌とされな
かった｡
ii)光日本でも日光市までは,ニホソザルを射撃する
ことは禁忌となっていたが,実際には捕泣していた者が
3)早大,金子浩昌氏｡
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